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低コスト環境制御技術を学ぼう 

 
岩手 県で 開 発を 進め てい る 施設 野菜 の「 低コ スト 環境 制御 技

術」 につ い て理 解を 深め よ うと 、 ６ 月 15 日 一 関 市大 東町 に お

いて 、 研 修 会を 開催 しま し た。  

研修 会に は 、ト マ ト、ミ ニト マト 、ピー マン の 生産 者ら 約 60

名 が 参加 し、管 内 でも 主流 で ある 小規 模ハ ウ スに 適し た 環 境 制

御技 術 に つ いて 学 ぶ とと も に、夏 秋栽 培 の 換 気下 でも 効率 的 に

炭酸 ガス を 施用 でき る局 所 施用 の方 法や 、ミ ス ト を用 いた 飽 差

管理 等に つ いて 学び まし た 。  

また 、実証 ほ の 見 学で は 、現 段 階で 炭酸 ガス 施 用区 が １ 割程

度の 増収 と なっ てい るこ と を紹 介し まし た 。実 証 を行 って い る

生 産 者か ら は 、「 機 械 の設 置 コ ス ト 等 を考 え る と ２ 割 増収 が 目

標 。炭 酸ガ ス 施用 の効 果を 最 大限 に活 かす た めに も 、土 壌病 害

や 管 理 作 業 の 遅 れ な ど 減 収 要 因 を 作 ら な い よ う に す る こ と が

重要 だ。」と 話が あり まし た 。  

栽培 終了 後 にも 研修 会を 開 催し、増収 効果 や 費用 対効 果な ど、

実証 結果 を 紹介 する 予定 と して いま す。  

実証 圃場 の 現地 見学  低コ スト 環 境制 御に つい て 研修  


